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   The first 121 cases of upper urinary tract stone treated by extracorporeal shock wave 
lithotripsy (ESWL) at our clinic were analyzed. Three months after ESWL, 78% of the 
patients became stone free, and 17% of the patients had residual stone fragments which were 
less than 5 mm in diameter and considered passable. The success rate was therefore about 
91.6%. No severe side effects were observed, although temporary elevations in serum creatinine 
phosphokinase, lactate dehydrogenase, glutamic-oxaloacetic transaminase. aldolase and total 
bililubin occurred. These results indicated that ESWL was u safe and effective procedure 
for upper urinary tract stones.















1985年7月か ら9月 ま で の間 に 治療 した121例(男
子87例,女 子34例)を 対 象 と した.年 齢 分 布はTable
1に 示 す よ うに30歳代か ら50歳代 が最 も多 くこ の年 代
層 で78・6%を占めた,結 石 存 在部 位 をTable2に 示
した.腎 結 石94例,尿 管 結 石25例,腎 尿管 結 石2例 で
あ る.治 療 対象 と した結 石 の長 径 をTable3に 示 し
た.腎 結石,尿 管結 石 と もに長 径1cmか ら2cmの
ものが 最 も多 く約53%を 占め た.つ い で 腎結 石 で は長
径2cmか ら3cmの もの が 多 く,尿 管結 石 で は長 径
lcm未 満 の もの で も3ヵ 月 以上 の観察 で ほ とん ど 下
降 せ ず,自 排 しない と思 われ た もの は 治療 の 対 象 と し
た.麻 酔法 は 原 則 と して 持続 硬 膜 外 麻 酔を 用 い,脊 柱
の疾 患 な どを 有す る患 者3例 のみ 全 身麻 酔 と した.使
用 した 装 置 はDornierKidneyLithotriptortypc
HM3(Dornier,Munich,FRG)であ る.衝 撃波 の
発生 に は 電圧18kV～22kVを 用 い た.腎 結 石 に対 し
て は無 処 置 で,尿 管結 石 に 対 して は結 石 介 在 部 まで 尿







































































































































































































から2c皿 で,29%が長径3cm以 下であった.結 石
の大きさからいえば,腎結石のほうが大きいが,破砕
に要する衝撃波数は尿管結石の1,910に対し1,659と少






















































ら身長 ・体重によりその適応 に自ら限界があ る,し
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